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1. 突然発症する間欠的な腹痛 
2. 腹腔内液体貯留 
3. 進行性の Ht、Hb の低下 
4. 頻脈、頻呼吸、血圧低下（二回目の腹痛発症時） 
5. 繰り返す胸膜性胸痛 
6. 喀血 
7. 大動脈弁閉鎖不全 
8. 胸水 左側少量 
9. 亜区域性無気肺 
10. Rh（-） 
11. 既往歴：喘息 
12. 手術歴：虫垂切除 
13. 家族歴：母が子宮頚癌で死亡 
14. 発熱（入院時） 
15. 蛋白尿、ケトン尿 
16. 末梢の浮腫 
17. 軽度の羊水過多 
18. 新生児 Apgar score５点/８点 
19. 第一度会陰裂傷、300ml 出血 


